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１－１．概   要 

波高・波向・流速計（WAVE HUNTER24 ＷＨ－６０１ 本体とも表記します）は、海底に設置して使用します。水圧セン

サーによる水圧、電磁流速センサーによる東方成分流速（Ｅ流速）、北方成分流速（Ｎ流速）を、サンプリング間隔（通常：０．５

秒）で測定し、測定時間分のデータを、ＳＤカードに収録します。高精度水圧センサーによる波高測定は、安定した波浪観測

が実現できます。サブデータとして水温、方位も測定、収録します。 

測定終了毎に、ビルトイン MagicProcessor（波浪データ処理ソフト）によって一般的な波浪のデータ処理を実行し、

処理結果をテキストファイル（ＷＨｘｘｘＲ．ＴＸＴ）にしてＳＤカードに保存します。観測終了時に、このファイルをチェックすること

で観測結果を確認できます。 

波高・波向・流速計 WAVE HUNTER24 と、インターネット通信・制御装置 KOBANZAME24 との完全なドッキング

により、シンプルで充実したインターネットモニタリングシステム（Ｗｅｂワッチサービス）を、提供できるようになりました。２つの

組み合わせによって、波高、波向、流れ、水位、水温の、測定から処理までのリアルタイムシステムを、手軽に実現できます。 

Ｗｅｂワッチサービスは、時と場所を選ばず、携帯電話やインターネットで、現場の観測データをチェックできる海洋観測のネ

ットワークサービスです。測定 － 収録 － 通信－ Ｗｅｂ管理 － 処理 － グラフ・表作成まで、独自のネットワークと技術

で、一貫したきめ細かいサービスを提供できます。 

 

１－２．動作概要 

WAVE HUNTER24 は、パワーオン／パワーオフと、ＳＤカードの測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔ））の設定によって、

下図のように制御されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－３．ビルトインデータ処理 

ビルトイン MagicProcessor は、下表の結果項目を算出できます。 

表１－１ ビルトインデータ処理項目 

波高処理項目 最高波高・周期、１／１０最大波高・周期、有義波高・周期、平均波高・周期、波数、水深、ηｒｍｓ、歪み度

（Skewness）、尖鋭度（Kurtosis）、水位、長周期最高波高・周期、長周期有義波高・周期 

波向処理項目 平均波向、主波向、平均分散角、方向集中係数、波峯長パラメーター 

流速処理項目 平均流速、平均流向、平均Ｅ流速、平均Ｎ流速、水温 

 

  

保管状態 待機状態 

測定状態 

動作確認ランプ点灯 
サンプル間隔 

パワーオン 

（測定起動） 

パワーオン 

（測定起動） 

 

測定開始 

測定終了 

タイマーで交互に 
状態が変わる 

パワーオフ 

（測定停止） 

パワーオフ 

（測定停止） 

動作確認ランプ点灯 
１０分間隔 

動作確認ランプ点灯 
１分間隔 
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１－４．仕 様 

表１－２ 仕 様 

構  成  名  称 型 式 仕    様    概    要 

波高・波向・流速計 

WAVE HUNTER24 

WH-603 流速:範囲±3m/s､精度±1%/FS､分解能1cm/s､応答速度:40ms､ﾄﾞｱﾉﾌﾞ型式X･Y電磁流速ｾﾝｻｰ 

水圧:範囲0～7㎏/c㎡､精度±0.5%/FS､分解能1g/c㎡､半導体圧力ｾﾝｻｰ､絶対圧､ 

方位:範囲0～359ﾟ､精度±3ﾟ､分解能1ﾟ､ICｺﾝﾊﾟｽ 

水温:範囲-5～40ﾟC､精度±0.1ﾟC､分解能0.1ﾟC､白金測温ｾﾝｻｰ 

通信：COMポート、通信速度：1200～115200BPS、対応ＳＤｶｰﾄ：2MB～256GB（Windowsﾌｫｰﾏｯﾄ）ﾞ 

寸法：210H×250φ(突起部を除いて)､重量7.2㎏､材質:ｼﾞｭﾗｺﾝ 

付属品:CA-410（ﾊﾟｿｺﾝ接続ケーブル）､ＳＤｶｰﾄﾞ、制御ｿﾌﾄ、工具 

 

２－１．外観図・各部名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

電磁流速センサー 

圧力センサー 

動作確認ランプ 

水温センサー 

電磁流速センサー 

圧力センサー 

水温センサー 

ハンドル 

バッテリーパック 

バッテリー固定板 

ＳＤカードスロット 

バッテリーコネクター 

パワースイッチ 

通信コネクタ 

耐圧タンク 

バッテリー保護スポンジ 
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３－１．本体での準備（耐圧タンクの開閉） 

耐圧タンクを開ける 

１．耐圧タンクの六角ボルト・ナット（Ｍ１０）６箇所を、付属のスパナー２本で緩めて抜きます（Ｐｈｏｔｏ．１）。 

２．Ｐｈｏｔｏ．２のように、ハンドルをつかんでゆっくりと抜きます。この時、タンク内が、負圧になっていると、抜ける瞬間は、スポ

ッと抜けますので注意してください。水滴に気を付けてください。バッテリーパックが、一体となって抜けます。 

３．本体のハンドルと、本体の横を、両手を使用して横に寝かせます。（Ｐｈｏｔｏ．３）その後、スポンジ等を電磁流速センサーの

下に敷き、本体を固定します。（Ｐｈｏｔｏ．４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐圧タンクを閉める 

１．Ｏリングを取り外し、Ｏリングとその溝の古いシリコングリスを、きれいに拭き取ります。（Ｐｈｏｔｏ．５）Ｏリングが接するタンク

側も、拭き取ります。（Ｐｈｏｔｏ．６）溝に水がたまっていることがありますのでウエス等で必ず拭き取ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．付属のシリコングリスを、Ｏリングに薄く伸ばし、まんべんなく塗ります。ごみが付かないように、気を付けて、溝にはめま

す。 

Photo.5 O リング（耐圧タンク側） 
Photo.6 O リングが接する面（本体側） 

Photo.1 Ｍ１０六角ボルト・ナット Photo.2 両手でゆっくり抜く 

Photo.3 両手で寝かせる Photo.4 電磁流速センサーの下にスポン

ジを敷き本体を固定する 
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３．Ｐｈｏｔｏ．２の要領で本体を収納し、ボルト締めの力が偏らないように、対角の順にボルトを、徐々に締めます。 

注：本体とタンクを閉める時に、異物や、バッテリーの配線を挟まないように注意します。 

 

３－２．バッテリーパックの脱着 

１．バッテリー固定板を固定している２箇所のボルトを、付属のマイナスドライバーで外します。（Ｐｈｏｔｏ．７） 

２．次にバッテリー保護スポンジの枠内にバッテリーパックを挿入します。（Ｐｈｏｔｏ．８） 

３．バッテリー保護スポンジとパッテリーパックを一緒に持って、バッテリー収納部分に置きます。（Ｐｈｏｔｏ．９） 

４．バッテリーコネクタを”カチッ”と音が鳴るまで確実に挿入します。（Ｐｈｏｔｏ．１０、１１） 

５．バッテリー固定板をかぶせて、２箇所のボルトをマイナスドライバーで締めます。（Ｐｈｏｔｏ．１２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－３．ＳＤカードの脱着 

１．必ずパワーオフしてから、ＳＤカードを脱着します。ＳＤカードを軽く押すと、（Ｐｈｏｔｏ．１３）ＳＤカードが出ますので、ＳＤカー

ドをつまんで取り出します。（Ｐｈｏｔｏ．１４） 

２．ＳＤカードスロットに装着する時は、”カチッ”と音が鳴るまで確実に押し込みます。（Ｐｈｏｔｏ．１５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Photo.7 バッテリー固定板取り外し Photo.8 バッテリー保護スポンジに 

バッテリーパックを挿入 
Photo.9 バッテリー保護スポンジお

よびバッテリーパックを収納部分に

置きます。 

Photo.10 バッテリーコネクターの装着中 Photo.11 バッテリーコネクター装着後 Photo.12 バッテリー固定板のボル

トを締めます。 

Photo.13 ＳＤカードを押す Photo.14 ＳＤカードを取り出す Photo.15 ＳＤカードを装着 
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ＳＤカードのフォーマット 

ＳＤカードは２ＧＢ～２５６GB まで使用できます。ＳＤカードはＷｉｎｄｏｗｓでフォ

ーマットします。ＳＤカードの容量が３２ＧＢ以下では、右図のように”ＦＡＴ３２”

を指定してフォーマットします。ＳＤカードの容量が３２ＧＢ以上は、”exＦＡＴ”を

指定してフォーマットします。 

注：ＳＤカードのフォーマットは、ＳＤカードの全てのファイルを消去します。フォ

ーマットの前に、ＳＤカードのファイルをバックアップして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－４．パワースイッチＯＮ／ＯＦＦ 

１．スライドスイッチです。（Ｐｈｏｔｏ．１６）電源を切る時はＯＦＦ側にスライドさせ、電源を入れる時はＯＮ側にスライドさせます。 

２．バッテリーパックを装着し、パワースイッチをＯＮすると、動作確認ランプが約１０秒間点灯します。 

３．Ｗｉｎｄｏｗｓでフォーマット後のＳＤカードは、この初めてのパワーオンで初期化され、測定に必要なファイルが、ＳＤカードに

作成されます。 

４．動作確認ランプは、電磁流速センサーの横で点灯します。（Ｐｈｏｔｏ．１７）外光か明るくて見にくい場合は、外光を遮断でき

るもので覆って確認します。ＳＤカードスロットの動作確認ランプも連動して点灯します。（Ｐｈｏｔｏ．１８） 

５．工場出荷状態での WAVE HUNTER24 は、このパワーオンで、測定起動され、すぐに予備測定状態になり、動作確認

ランプを１秒間隔で点滅します。 

注：パワーオン後、正常に測定起動できない場合は、動作確認ランプを０．３秒間隔で点滅して、異常を知らせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Photo.16 パワースイッチ 

 パワースイッチ 

Photo.17 動作確認ランプ Photo.18 ＳＤカードスロットの動作確認ランプ 
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４－１．測定起動 － ［関連項目 収録データを素早く確認 設定値の説明］ 

パワーオンで、本体の測定を起動します。測定条件は、ＳＤカードの測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔ）を、Ｗｉｎｄｏｗｓの”

メモ帳”で編集し、ＳＤカードの測定条件設定ファイルを上書きすることで設定します。 

１．本体をパワーオフしてから、ＳＤカードを取り外します。パソコンのＳＤカードアダプターにＳＤカードを装着します。 

２．SD カードのドライブ（下例ではＪドライブ）を、”Windows エクスプローラ”で見ると、下図の４個のファイルを表示します。（下

例では装置の機械番号下３桁：００２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔ）を、Ｗｉｎｄｏｗｓの”メモ帳”で開き、測定条件を編集します。標準の測定条件設定フ

ァイルの内容は、下記のようになっています。 

======== ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔの内容 ============== 
02:Start measurement of WAVE HUNTER(y/n); y 
11:Measurement time; 20(min.) 
12:Measurement interval; 20(min.) 
13:Sampling interval; 0.50(sec.) 
15:Power-on date/time; 22/1/1, 0:0 
16:Measurement start time; 0:0 
21:Height of water pressure gauge from sea bottom; 0.50(m) 
22:Range of principal wave direction; 0 ~ 359(deg.) 
26:Angular deviation between due north and magnetic north; 0(deg.) 

======================================== 

４．上記の日時の指定は、パワーオン日時を覚えておけば、観測終了後に、添付のソフト（ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒＫ）で更新できま

す。上記の設定では、パワーオン後、すぐに予備測定を開始します。測定条件を変更しない場合は、編集、上書きする必要

はありません。  

５．測定条件設定ファイル（ｉｎｄｅｘ６２．ｔｘｔ）を編集した場合は、上書きしてください。ＳＤカードを、パソコンのＳＤカードアダプタ

ーから取り外し、本体に装着します。 

６．本体を、パワーオンして測定起動します。動作確認ランプが１０秒間点灯して、消灯します。パワーオン時刻を書き留めま

す。最初の待機状態から、最初の予備測定開始までは、動作確認ランプが２秒間隔で点滅し、測定起動を知らせます。 

７．上記の設定の場合は、パワーオン後、予備測定を開始し、動作確認ランプ消灯後、下の写真のように１秒間隔で点滅しま

す。１分後に測定状態になり、動作確認ランプは、サンプル間隔で点滅します。図４－１のタイムチャートを参照してくださ

い。 
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注１：パワーオン後、ＳＤカードの処理結果テキストファイル（ｗｈ００２ｒ．ｔｘｔ）の過去データは消去され、処理結果Ｒファイル（ｗ

ｈ００２ｒ．ｈ１０）、マスターファイル（ｗｈ００２ｍ．ｈ１０）は新しいデータで上書きされます。パワーオンの前に、過去のデータ

ファイルをバックアップしてください。 

注２：パワーオン後、正常に測定起動できない場合は、動作確認ランプを０．３秒間隔で点滅して、異常（SD カードが装着され

ていないなど）を知らせます。 

 

図４－１．動作タイムチャート 

保管状態の動作 

図４－１タイムチャートの保管状態でも、本体は動作しています。動作確認ランプが、１０分に１回の間隔で点灯します。 

測定状態でバッテリー電圧が規定電圧より下がった時 

なんらかの事情で、装置を長期間、回収できない時があります。電圧低下による、異常動作を避けるため、 WAVE 

HUNTER は、バッテリー電圧の規定値（３．０Ｖ）以下で、測定を数度、続けた場合、自動的に測定を停止し、保管状態にな

ります。 

 

設定値の説明 

02:Start measurement of WAVE HUNTER(y/n); ｙ  02:WAVE HUNTER の測定を開始します(y/n); ｙ 

［ｙ］では、パワーオンですぐに測定を起動します。［ｎ］では、本体は、保管状態になります。 

11:Measurement time; 20(min.)    11:測定時間; 20(min.) 

測定時間（１～６０分）を指定します。 

12:Measurement interval; 20(min.)    12:測定間隔; 20(min.) 

測定間隔（１～２４０分）を指定します。 

13:Sampling interval; 0.5(sec.)    13:サンプリング間隔; 0.5(sec.) 

サンプル間隔（１．０，０．５，０．２，０．１ｓｅｃ）を指定します。 

15:Power-on date/time; 2022/1/1, 0:0:0   15:日付/時刻を設定します; 2022/1/1 0:0:0 

パワーオン日時を設定します。（本体の時計はパワーオン で、この日時に設定されます） 

16:Measurement start time; ０:０    16:測定開始時間； ０:０ 

測定開始時刻を指定します。上記のパワーオン日時（2022/1/1 0:0）で、この値を０：９に設定した場合は、パワーオンの９分
後に、予備測定状態になります。測定データの日時は、観測終了後に、ＳＤカードのファイルをコピーして、ＭａｇｉｃＰｒｏｃｅｓｓｏｒ
Ｋ４．８ｖ２４で、後から測定日時を割り付けることができます。 

21:Height of water pressure gauge from sea bottom; 0.50(m) 21:海底からの水圧計の高さ; 0.50(m) 

水圧変動を水位変動に換算する式に必要です。水圧計は、本体内に取り付けられています。水圧計の海底からの高さ（ｘｘ．ｘ
ｍ）を、できるだけ正確に指定します。 

22:Range of principal wave direction; 0 ~ 359(deg.)  22:主波方向の範囲; 0～359(deg.) 

沿岸での波向観測では、陸からの波はないと考え、装置を設置した、海岸線の海側の方位の範囲を指定し、主波向の計算に、
正しい指標を与えます。常に、磁北から、時計回りの角度で指定してください。また、磁北をまたぐ時も、３３０～４０のように、
時計回りで、指定してください。 

26:Angular deviation between due north and magnetic north; 0(deg.) 26:真北と磁北の間の角度偏差; 0(deg.) 
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真北と磁北の偏角を逆時計回りで指定します。東京では７°。ゼロを指定した時の処理結果は、磁北からの向きになります。 

 

測定条件書換え例 

例１．サンプル間隔０．２sec、測定時間１０分、測定間隔１０分、水圧計の海底からの高さ１．０ｍ、パワーオン後、１分で予備

測定を開始する。 

02:Start measurement of WAVE HUNTER(y/n); y 
11:Measurement time; 10(min.) 
12:Measurement interval; 10(min.) 
13:Sampling interval; 0.20(sec.) 
15:Power-on date/time; 22/1/1, 0:0 
16:Measurement start time; 0:1 
21:Height of water pressure gauge from sea bottom; 1.00(m) 
22:Range of principal wave direction; 0 ~ 359(deg.) 
26:Angular deviation between due north and magnetic north; 0(deg.)  

例２．サンプル間隔０．５sec、測定時間１０分、測定間隔１０分、水圧計の海底からの高さ３．５ｍで測定起動する。2024/2/1 

10:55 にパワーオンし、10:59 から、１測定目の予備測定を開始する。 

02:Start measurement of WAVE HUNTER(y/n); y 
11:Measurement time; 10(min.) 
12:Measurement interval; 10(min.) 
13:Sampling interval; 0.50(sec.) 
15:Power-on date/time; 24/2/1, 10:55 
16:Measurement start time; 10:59 
21:Height of water pressure gauge from sea bottom; 3.50(m) 
22:Range of principal wave direction; 0 ~ 359(deg.) 
26:Angular deviation between due north and magnetic north; 0(deg.) 

 

４－２．測定停止 

３－１項を参考にして、耐圧タンクを開け、パワーオフし、ＳＤカードを取り出し、５－１項を参考にして収録データを確認します。

引き続き、ＳＤカードの収録データをコピーします。 
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５－１．収録データを素早く確認 

観測終了後に、ＳＤカードのデータを、素早く確認するには、下記の手順で行います。 

１．本体をパワーオフしてから、本体のＳＤカードを抜き取ります。ＳＤカードをパソコンのＳＤカードアダプターに装着します。 

２．”Windows エクスプローラ”で、接続したＳＤカードのドライブ（下図ではＪドライブ）を指定して、内容を表示させます。 

 

３．前図のように、処理結果テキストファイル（例：ｗｈ００２ｒ．ｔｘｔ）を選択して、Ｗｉｎｄｏｗｓの”メモ帳”で開きます。収録された処

理結果の全てを、下図のように確認できます。 
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５－２．収録データのコピーと確認 － ［関連項目 収録データを素早く確認］ 

観測終了後に、ＳＤカードの測定データを、パソコンで確認するには、下記の手順で行います。測定した生データはマスターフ

ァイルに、本体でデータ処理された結果は、処理結果Ｒファイルと処理結果テキストファイルに収録されています。 

準備 

MagicProcesserK を実行します。ファイルが開いていれば、メニュー［ファイル－閉じる］で終了し、メニュー［ファイル－

初期化］で、適切な初期化番号０を選び、MagicProcesserK を初期化します。カレントフォルダに、同じ機械番号のファ

イルがある場合は、ファイルを、別のフォルダに移動します。機械番号が００２の場合は、下記のような”ｗｈ００２”に関する全

てのファイルを、削除、又は移動します。 

ｗｈ００２ｍ．ｈ１０ 

ｗｈ００２ｌ．ｈ１０ 

ｗｈ００２ｒ．ｈ１０ 

ｗｈ００２ｉ．ｈ１０ 

ｗｈ００２ｒ．ｔｘｔ 

測定データの確認 

１．本体をパワーオフしてから、本体のＳＤカードを抜き取ります。ＳＤカードをパソコンのＳＤカードアダプターに装着します。 

２．”Windows エクスプローラ”で、接続したＳＤカードのドライブ（下図ではＪドライブ）を指定して、ドライブの内容を表示させま

す。 

 

３．上図のように、マスターファイル（例：ｗｈ０００２ｍ．ｈ１０）、処理結果Ｒファイル（例：ｗｈ００２ｒ．ｈ１０）、処理結果テキストフ

ァイル（例：ｗｈ００２ｒ．ｔｘｔ）を選択して、MagicProcessorK のインストールされているカレントフォルダにコピーします。 

４．MagicProcessorK を実行して、メニュー［ファイル－開く］ で、処理結果 R ファイルを（例：ｗｈ００２ｒ．ｈ１０）を、開

きます。 をクリックして［処理結果表］ のウインドウを表示します。処理結果ファイル（ｗｈｘｘｘｌ．ｈ１０）が作成されます

のでタイトルバーで確認します。 

５．ステータスバーの、最終収録測定番号を参考にして、処理する測定回数分を、ツールバーのリストボックス に

設定します。 のクリックで、連続処理を開始して、処理結果表を完成させます。メニュー［処理－中止］ のクリックで中

止できます。 

６．メニュー［表示－処理結果のグラフ］ で、処理結果グラフを表示できます。表やグラフのフォーマットは、メニュー［処理

－条件の設定］ －タブ［表］、［グラフ］で編集できます。測定番号を進めて表示するには 、戻るには をクリックしま

す。 

注．マスターファイルを処理して、取得データを確認する場合などの詳しい説明は、MagicProcessorK の取扱説明書を

参照してください。 
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７．下図のように生データも表示するには、メニュー［ファイル－閉じる］で、一旦、処理結果Ｒファイルを閉じます。メニュー［フ

ァイル－開く］ で、マスターファイルを（例：ｗｈ００２ｍ．ｈ１０）を開きます。メニュー［表示－生データのグラフ］ 、メニ

ュー［表示－生データ表］ 、メニュー［表示－成分流速２次元グラフ］ 、メニュー［表示－パワースペクトル］ で生デ

ータを表示します。 

 

MagicProcessorK の表示例 
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６―１．電磁流速センサーの保守 

電磁流速センサーの電極に、貝や塩が固まって付着すると、測定精度を悪化させます。特にゼロドリフトに、影響しますので、

定期的に清掃して下さい。センサーを傷付けないように、丁寧に付着物を取り除きます。仕上は、＃４００～＃６００程度の、目

の細かいサンドペーパーで、水を流しながら、ヘッドの部分を磨いて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

側面のジュラコン部分は、清掃時に、

金属タワシなどを使用できます 

清掃時、電磁流速センサー電極面についている付着物

を＃４００～６００のサンドペーパーや、キッチン用タワシ

などで磨いて下さい 

金属のヘラ、金属タワシ、ワイヤーブラシでは表面に傷

が付くため避けてください 
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６－２．圧力センサーの保守 

水圧センサーは図３－１の構造になっています。高粘度のシリコンオイルを介して、水圧を直接、圧力センサーに伝えていま

す。溝や隙間に、砂や塩が固まって、付着すると、圧力を正確に伝えることが、できなくなります。また、オイル溜に砂が入り込

むこともあります。測定精度を保つために、下記の要領で、定期的に清掃してください。 

１．インシュロックをニッパーで切り、はずします。隙間Ａに付属の、小型ドライバーを差し込み、こじるようにツメをはずして、キ

ャップを抜きます。 

２．キャップやアダプターに付いた、砂や塩を拭き取ります。オイル溜に砂が、入っている時は、綿棒でシリコンオイルといっし

ょに、拭き取ります。 

３．付属のシリコンオイルを、オイル溜に、いっぱい入れてください。オイル溜の気泡が抜けたら、キャップをかぶせて、カチッと

ツメが、かかるまで上から、強く押さえてください。ツメが完全にかかっていれば、キャップを引っぱっても、抜けませんので、

確認してください。溝とツメが重なるように合わせて、インシュロックでツメを、締め付けて、終了です。 

ｷｬｯﾌﾟ

ｼﾘｺﾝｵｲﾙ

ｲﾝｼｭﾛｯｸ

ﾂﾒ

隙間Ａ

溝

ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ
ｵｲﾙ溜

ﾌﾗﾝｼﾞ

圧力ｾﾝｻｰ  

図６－１ 水圧センサーの構造 

次ページ写真を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Photo.2 結束バンドを切ります Photo.3 キャップ横の溝に小型マイナ

スドライバーを入れねじ込んで外します 

Photo.4 綿棒で内部の付着物や砂

などを取り除きます 

Photo.5 溝の部分を小型マイナスドライ

バーで付着物や砂などを取り除きます 
Photo.6 清掃後、シリコンオイルを

いっぱいに入れます 

Photo.7 カチッとツメが掛かるまで

押し、キャップを被せます 
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６－３．本体の保管 
使用後は、耐圧タンクや、各センサーに付着した海藻、貝、泥などの汚れを落とし、水道水で洗い流して、乾燥させてから、収

納ケースに入れて、保管します。Ｏリングは下記の手順で保守します。 

１．Ｏリングを傷つけないよう溝から取り外し、本体の溝と、Ｏリングの古いシリコングリスを、きれいに拭き取ります。（Ｐｈｏｔｏ．

２２）Ｏリングが接する耐圧タンクの蓋側のシリコングリスも拭き取ります。（Ｐｈｏｔｏ．２３） 

２．付属のシリコングリスを、Ｏリングに薄く伸ばし、まんべんなく塗ります。ごみが付かないように、気を付けて、溝にはめま

す。 

３．バッテリーパックを取り外し、３－１項を参考にして、耐圧タンクを閉じて保管します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Photo.22 O リング（耐圧タンク側） Photo.23 O リングが接する面（本体側） 

Photo.8 結束バンドでツメの部分を

締め付けます 

Photo.9 余った結束バンドを切ります 



 

 16 

７―１．最大観測日数表 

リチウムバッテリーパックはＬＢ－４０６、ＬＢ－４１２、ＬＢ－４２１、ＬＢ－４４２の４種類があり、観測用途により選択できます。 

 

                                                                単位：日 

0 . 5 s 0 . 2 s 0 . 1 s 0 . 5 s 0 . 2 s 0 . 1 s 0 . 5 s 0 . 2 s 0 . 1 s 0 . 5 s 0 . 2 s 0 . 1 s

水  圧  ＋ 流  速 2 8 2 4 1 8 5 6 4 8 3 7 9 5 8 5 6 6  1 9 0 1 7 0 1 3 2

測  定  項  目

連    続    観    測

L  B  -  4  0  6 L  B  -  4  1  2 L  B  -  4  2  1 L  B  -  4  4  2

0 . 5 s 0 . 2 s 0 . 1 s 0 . 5 s 0 . 2 s 0 . 1 s 0 . 5 s 0 . 2 s 0 . 1 s 0 . 5 s 0 . 2 s 0 . 1 s

水  圧  ＋ 流  速 8 0 6 9 5 4 1 6 0 1 3 8 1 0 8 2 8 0 2 4 2 1 8 9 5 6 0 4 8 4 3 7 8

測  定  項  目

2　0　分　/　6　0　分

L  B  -  4  0  6 L  B  -  4  1  2 L  B  -  4  2  1 L  B  -  4  4  2

0 . 5 s 0 . 2 s 0 . 1 s 0 . 5 s 0 . 2 s 0 . 1 s 0 . 5 s 0 . 2 s 0 . 1 s 0 . 5 s 0 . 2 s 0 . 1 s

水  圧  ＋ 流  速 1 6 0 1 3 8 1 0 7  3 2 0 2 7 6 2 1 4 5 6 0 4 8 4 3 7 6 1 1 2 0 9 6 8 7 5 2

測  定  項  目

2　0　分　/　1 2 0　分

L  B  -  4  0  6 L  B  -  4  1  2 L  B  -  4  2  1 L  B  -  4  4  2


